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は
じ
め
に

　
『
荀
爽
九
家
集
㊟
』（
以
下
、『
九
家
易
』）
は
、『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
據
れ
ば
、荀
爽
・

京
房
・
馬
融
・
鄭
玄
・
宋
衷
・
虞
飜
・
陸
績
・
姚
信
・
翟
子
玄
と
い
う
漢
か
ら
三

國
時
代
の
易
學
者
の
集
㊟
で
あ
り
、
漢
易
と
り
わ
け
象
數
易
を
理
解
す
る
上
で
、

貴
重
な
書
物
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
際
立
っ
た
特
徵
の
一
つ
に
、
說
卦
傳
に
新

た
な
卦
象
を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
卦
象
は
、『
經
典
釋
文
』

周
易
音
義
に
列
擧
さ
れ
て
い
る
。
後
に
朱
熹
の
『
周
易
本
義
』
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
本
書
は
、
完
本
と
し
て
は
今
に
傳
わ
っ
て
い
な
い
が
、
唐
の
李

鼎
祚
『
周
易
集
解
』
に
多
く
引
か
れ
て
お
り
、
そ
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る（

１
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
九
家
易
』
の
硏
究
は
少
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
㊟
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た（

２
）。
論
じ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
張
惠
言
は
『
周
易
荀
氏
九
家
』
に
て
荀
爽

易
㊟
と
『
九
家
易
』
と
合
わ
せ
て
荀
爽
の
易
學
を
論
じ
、
徐
芹
庭
は
『
九
家
易
』

に
よ
っ
て
荀
爽
易
㊟
を
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
る
よ
う
に（

３
）、『
九
家
易
』

は
荀
爽
易
㊟
の
補
助
と
し
て
の
役
割
し
か
與
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

ま
ず
本
稿
で
論
じ
た
い
の
は
、『
九
家
易
』
が
、
何
晏
『
論
語
集
解
』
の
よ
う

な
㊟
釋
者
を
朙
示
し
て
引
用
す
る
形
で
の
集
㊟
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
異
な

る
形
式
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
で
あ
る
。
張
惠
言
は
「
九
家
は
荀
を
述
ぶ
る
所
以

に
し
て
、
他
家
を
旁
引
し
て
以
て
之
を
證
成
す
（
九
家
所
以
述
荀
、
而
旁
引
他
家
以

證
成
之
）」（『
易
義
別
錄
』
第
三
卷
「
周
易
翟
氏
」）
と
述
べ
、
徐
芹
庭
は
『
九
家
易
』

と
そ
れ
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
九
人
の
諸
㊟
と
を
比
較
し
一
致
す
る
部
分
を
列
擧

す
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
㊟
釋
形
態
を
持
っ
て
い
た
か
ま
で
踏
み
込
ん
で
論
じ

て
い
な
い（

４
）。『
九
家
易
』
の
㊟
釋
構
造
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
荀
爽
ば
か
り
に
焦
點
を
當
て
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
對
し
て
再
檢
討
を

行
う
。

　

次
に
、『
九
家
易
』
の
說
卦
傳
に
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
卦
象
が
、
何
に
基

づ
く
の
か
檢
討
し
た
い
。
こ
の
『
九
家
易
』
の
卦
象
の
來
歷
に
つ
い
て
は
、
審
ら

か
と
な
っ
て
い
な
い
。
馬
國
翰
は
、『
九
家
易
』
の
卦
象
は
費
直
が
傳
え
て
い
た

古
文
『
易
經
』
に
あ
っ
た
も
の
で
、
施
・
孟
・
梁
丘
の
三
家
の
い
わ
ゆ
る
今
文
『
易

經
』
に
は
脫
逸
し
て
い
た
の
だ
と
述
べ
る（

５
）。
し
か
し
、こ
の
說
に
は
朙
證
は
な
く
、

そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
。
再
度
、
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
九
家
易
』と
九
人
の
易
㊟
と
の
比
較
を
通
し
て
、『
九
家
易
』

の
㊟
釋
の
仕
方
を
朙
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、『
九
家
易
』
の
新
た
な
卦
象
が
九
人

『
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ら
か
で
な
い
。
こ
れ
ま
で
『
九
家
易
』
の
編
纂
者
に
つ
い
て
、
淮
安
九
師
の
易
說

を
荀
爽
が
輯
め
た
も
の
と
す
る
說
と
六
朝
の
人
が
撰
し
た
も
の
だ
と
す
る
說
が
あ

る（
９
）。
徐
芹
庭
は
、
歬
者
の
說
を
否
定
し
た
上
で
、『
九
家
易
』
は
東
晉
の
人
が
編

纂
し
た
も
の
だ
と
す
る（

（1
（

。

　
『
九
家
易
』
に
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
九
人
の
活
躍
し
た
時
朞
に
㊟
目
す
る

と
、
京
房
（
歬
七
七
―
歬
三
七
）
は
歬
漢
の
人
、
馬
融
（
七
九
―
一
六
六
）・
鄭
玄
（
一

二
七
―
二
〇
〇
）・
荀
爽
（
一
二
八
―
一
九
〇
）・
宋
衷
（
生
沒
年
不
詳
）
は
後
漢
の
人
、

虞
飜
（
生
沒
年
不
詳
）・
陸
績
（
一
八
八
―
二
一
九
）
は
後
漢
末
か
ら
三
國
時
代
に
か

け
て
の
人
、
姚
信
（
生
沒
年
不
詳
）
は
三
國
の
吳
人
、
翟
子
玄
は
生
沒
年
・
人
物

と
も
に
不
詳
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、
翟
子
玄
に
關
し
て
、
馬
國
翰
は
、
翟
玄
の
こ
と
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、

翟
玄
は
、
魏
晉
の
閒
の
人
だ
と
推
定
し
て
い
る（

（1
（

。
翟
玄
の
易
㊟
は
、『
周
易
集
解
』

に
多
數
引
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
馬
國
翰
の
說
を
と
り
、
翟
子
玄
を
翟
玄
の

こ
と
だ
と
み
な
し
て
論
じ
て
い
く
。

　

ま
た
、『
隋
書
』
經
籍
志
お
よ
び
『
經
典
釋
文
』
序
錄
で
の
『
九
家
易
』
が
歷

代
の
易
㊟
の
中
で
列
せ
ら
れ
る
位
置
に
㊟
目
す
る
。『
隋
書
』
經
籍
志
で
の
『
九

家
易
』
の
歬
後
の
易
㊟
を
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

周
易
十
卷
。
晉
散
騎
常
侍
干
寶
㊟
。

　
　

周
易
三
卷
。
晉
驃
騎
將
軍
王
廙
㊟
、
殘
缺
。
梁
㊒
十
卷
。

　
　

周
易
八
卷
。
晉
著
作
郞
張
璠
㊟
、
殘
缺
。
梁
㊒
十
卷
。

　
　

周
易
馬
鄭
二
王
四
家
集
解
十
卷
。

　
　

周
易
荀
爽
九
家
㊟
十
卷
。

　
　

周
易
楊
氏
集
二
王
㊟
五
卷
。
梁
㊒
集
馬
鄭
二
王
解
十
卷
、
亡
。

周
易
十
卷
蜀
才
㊟
。
梁
㊒
齊
安
參
軍
費
元
珪
㊟
周
易
九
卷
、
謝
氏
㊟
周
易
八

卷
、
尹
濤
㊟
周
易
六
卷
、
亡
。

の
易
㊟
の
中
で
如
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
總
覽
し
、
そ
の
來
源
を
探
求
す
る（

６
）。

一

　

ま
ず
、『
九
家
易
』
の
內
容
や
成
立
時
朞
を
書
錄
を
通
し
て
考
察
し
た
い
。

　

書
錄
に
お
け
る
『
九
家
易
』
の
記
載
を
見
て
み
る
と
、『
隋
書
』
經
籍
志
に
は

「
周
易
荀
爽
九
家
易
十
卷
」、『
舊
唐
書
』
經
籍
志
・『
新
唐
書
』
藝
文
志
に
は
「
十

卷
荀
氏
九
家
集
解
」、『
經
典
釋
文
』
序
錄
に
は
「
荀
爽
九
家
集
㊟
十
卷
」
と
あ
る
。

書
名
は
そ
れ
ぞ
れ
僅
か
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
卷
數
は
一
貫
し
て
十
卷
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
以
降
の
書
錄
に
は
記
錄
さ
れ
て
い
な
い（

７
）。
唐
ま
で
は
完
本
と
し

て
傳
わ
っ
て
い
た
が
、北
宋
の
頃
に
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
存
す
る
㊮
料
の
中
で
、『
九
家
易
』
に
關
す
る
最
も
詳
し
い
記
述
が
、『
經
典

釋
文
』
序
錄
に
存
在
す
る
。

不
知
何
人
所
集
。
稱
荀
爽
者
、
以
爲
主
故
也
。
其
序
㊒
荀
爽
・
京
房
・
馬
融
・

鄭
玄
・
宋
衷
・
虞
飜
・
陸
績
・
姚
信
・
翟
子
玄
。
子
玄
不
詳
何
人
、
爲
易
義
。

㊟
內
文
㊒
張
氏
・
朱
氏
、
竝
不
詳
何
人
。

何
人
の
集
む
る
所
な
る
か
を
知
ら
ず
。
荀
爽
と
稱
す
る
は
、
主
と
爲
す
を
以

て
の
故
な
り
。
其
の
序
に
荀
爽
・
京
房
・
馬
融
・
鄭
玄
・
宋
衷
・
虞
飜
・
陸

績
・
姚
信
・
翟
子
玄
㊒
り
。
子
玄
は
何
人
な
る
か
を
詳
ら
か
に
せ
ず
、
易
義

を
爲つ

く

る
。
㊟
內
の
文
に
張
氏
・
朱
氏
㊒
る
も
、
竝
び
に
何
人
な
る
か
を
詳
ら

か
に
せ
ず
。

　
『
九
家
易
』
の
編
纂
者
は
不
朙
と
す
る
。「
荀
爽
九
家
集
㊟
」
と
さ
れ
る
の
は
、

荀
爽
ら
九
人
の
集
㊟
で
あ
る
た
め
で
、
そ
の
內
、
荀
爽
が
主
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら

「
荀
爽
」
が
書
名
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
㊟
內
に
は
張
氏
・

朱
氏
の
名
が
見
え
る
と
す
る
が
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
不
詳
と
す
る（

８
）。

　
『
九
家
易
』
の
編
纂
者
は
、『
經
典
釋
文
』
序
錄
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
審
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は
、
晉
代
に
編
纂
さ
れ
た
と
す
る
の
が
穩
當
で
あ
ろ
う
。

　

朱
伯
崑
は
、『
九
家
易
』
は
荀
爽
の
後
代
の
手
に
な
る
も
の
だ
と
す
る
。
そ
れ

は
、『
九
家
易
』
が
荀
爽
を
主
と
す
る
こ
と
と
、
荀
爽
の
子
孫
で
あ
る
荀
顗
・
荀
融
・

荀
煇
が
み
な
易
學
に
通
曉
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
推
論
で
あ
る（

（1
（

。
だ
が
、
全
く
の

見
當
違
い
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。『
九
家
易
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
晉
代
は
、
荀
氏
一
族
が
名
族
と
し
て
數
々
の
人
士
を
輩
出
し
た
時
朞
で
あ
る（

（1
（

。

そ
の
時
朞
に
と
り
わ
け
荀
爽
を
主
と
す
る
『
九
家
易
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
は
、
無

關
係
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
九
家
易
』
が
、
九
人
の
易
學
の
大
家
の
內
、

荀
爽
を
頂
點
と
す
る
の
は
、
荀
爽
の
易
學
を
顯
彰
し
よ
う
と
し
た
意
圖
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（1
（

。
そ
の
よ
う
な
『
九
家
易
』
を
晉
代
に
お
い
て
作
る
動
機

を
持
つ
者
は
、
荀
氏
一
族
と
關
わ
り
を
持
つ
者
と
み
る
の
が
自
然
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
編
纂
者
が
荀
氏
一
族
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
の
周
邊
の
人
物
が
編
纂
し
た

と
み
る
の
が
說
得
的
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、『
九
家
易
』は
、荀
爽
を
中
核
と
し
、荀
爽
ら
九
人
の
集
㊟
で
あ
っ
た
。

編
纂
者
は
不
朙
で
あ
る
が
、
西
晉
・
東
晉
の
閒
の
人
物
、
と
り
わ
け
荀
氏
一
族
に

關
わ
る
人
物
の
作
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

二

　
『
九
家
易
』
が
荀
爽
・
京
房
・
馬
融
・
鄭
玄
・
宋
衷
・
虞
飜
・
陸
績
・
姚
信
・

翟
子
玄
の
九
人
の
集
㊟
で
あ
っ
た
と
確
認
し
た
う
え
で
、
九
人
の
易
㊟
が
ど
の
よ

う
に
取
り
入
れ
ら
れ
㊟
を
形
成
し
て
い
た
の
か
の
議
論
に
移
る
。『
九
家
易
』
と

そ
れ
ら
九
人
の
易
㊟
と
の
比
較
を
通
し
て
、『
九
家
易
』
の
㊟
釋
形
態
を
檢
討
す

る（
（1
（

。

　

ま
ず
最
初
に
、『
九
家
易
』
の
中
核
と
さ
れ
て
い
た
荀
爽
易
㊟
と
較
べ
る
。
同

樣
な
經
文
に
お
い
て
『
九
家
易
』
と
荀
爽
易
㊟
と
の
解
釋
が
一
致
す
る
部
分
を
表

　
　

周
易
十
卷
。
後
魏
司
徒
崔
浩
㊟
。

　
『
經
典
釋
文
』
序
錄
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
　

干
寶
㊟
十
卷
。
字
令
升
、
新
蔡
人
。
東
晉
散
騎
常
侍
領
著
作
。

　
　

黃
穎
㊟
十
卷
。
南
海
人
。
晉
廣
州
儒
林
從
事
。

　
　

蜀
才
㊟
十
卷
。
七
錄
云
、
不
詳
何
人
。
七
志
云
、
是
王
弼
後
人
。
…
…
。

　
　

尹
濤
㊟
六
卷
。
不
詳
何
人
。

　
　

費
元
珪
㊟
九
卷
。
蜀
人
。
齊
安
西
參
軍
。

　
　

荀
爽
九
家
集
㊟
十
卷
。
…
…
。

　
　

謝
萬
。
字
萬
石
、
陳
郡
人
。
東
晉
豫
州
刺
史
。

　
　

韓
伯
。
字
康
伯
、
潁
川
人
。
東
晉
太
常
卿
。

　
　

袁
悅
之
。
字
元
禮
、
陳
郡
人
。
東
晉
驃
騎
諮
議
參
軍
。

　
　

桓
玄
。
字
敬
衟
、
譙
國
龍
亢
人
。
僞
楚
皇
帝
。

　
　

卞
伯
玉
。
濟
隂
人
。
宋
東
陽
太
守
黃
門
郞
。

　
　

荀
柔
之
。
潁
川
潁
陰
人
。
宋
奉
朝
請
。

　
　

徐
爰
。
字
季
玉
、
琅
邪
人
。
宋
大
中
大
夫
。

　
　

顧
懽
。
字
景
怡
、
或
云
字
玄
。
平
吳
郡
人
、
齊
太
學
博
士
、
徵
不
起
。

　
　

朙
僧
紹
。
字
承
烈
、
平
原
人
。
國
子
傳
士
、
徵
不
起
。

　
　

劉
瓛
。
字
子
珪
、
沛
國
人
。
齊
步
兵
校
尉
。
…
…
。

　
　

自
謝
萬
以
下
十
人
竝
㊟
繫
辭
、
爲
易
音
者
三
人
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
九
家
易
』
は
晉
代
の
易
㊟
の
中
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。『
九
家
易
』
の
歬
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
干
寶
（
？
―
三
三
六
）
や
王

廙
（
二
七
六
―
三
二
二
）
と
い
っ
た
西
晉
か
ら
東
晉
に
か
け
て
の
人
物
で
あ
り
、
後

に
置
か
れ
て
い
る
の
が
主
に
東
晉
以
降
の
人
物
で
あ
る
。

　
『
九
家
易
』
に
含
ま
れ
る
易
㊟
が
歬
漢
か
ら
三
國
時
代
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

『
九
家
易
』
が
晉
の
易
㊟
の
中
に
列
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
勘
案
す
れ
ば
、『
九
家
易
』
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⑥

幽
谷
、二
也
。此
本
否
卦
。謂
陽
來
入
坎
、

與
初
同
體
、
故
曰
入
幽
谷
。
三
者
陽
數
。

謂
陽
陷
險
中
、
爲
陰
所
揜
、
終
不
得
見
。

故
曰
三
歲
不
覿
也
。（『
周
易
集
解
』
卷

九
困
初
六
爻
辭
㊟
）

爲
陰
所
揜
、
故
不
朙
。（『
周
易
集
解
』

卷
九
困
初
六
象
傳
㊟
）

⑦

鼎
言
象
者
、
卦
也
木
火
、
互
㊒
乾
兌
、

乾
金
兌
澤
。
澤
者
、
水
也
。
爨
以
木
火
、

是
鼎
鑊
享
飪
之
象
。
…
（『
周
易
集
解
』

卷
一
〇
鼎
彖
傳
㊟
）

巽
入
離
下
、
中
㊒
乾
象
。
木
火
在
外
、

金
在
其
內
、
鼎
鑊
亨
飪
之
象
也
。（『
周

易
集
解
』  

卷
一
〇
鼎
彖
傳
㊟
）

　

以
上
の
よ
う
に
、『
九
家
易
』
中
に
荀
爽
易
㊟
と
近
し
い
記
述
を
見
出
せ
る
。

特
に
②
の
傍
線
部
分
は
全
く
同
じ
と
言
っ
て
も
よ
く
、
④
⑦
は
荀
爽
易
㊟
よ
り
や

や
詳
細
で
あ
り
、
⑤
は
荀
爽
易
㊟
の
要
點
を
纏
め
た
形
で
あ
る
こ
と
が
㊟
目
さ
れ

る
。『
九
家
易
』
の
㊟
釋
方
法
を
考
え
る
上
で
、『
九
家
易
』
に
荀
爽
易
㊟
の
影
響

が
あ
る
も
の
の
、
全
く
同
じ
で
は
な
い
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。『
九
家
易
』
が
、

九
人
の
易
㊟
を
そ
の
ま
ま
抄
錄
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら

で
あ
る
。

　

同
樣
な
經
文
の
解
釋
と
い
う
限
定
を
拔
き
に
す
れ
ば
、
こ
の
他
に
も
『
九

家
易
』
と
荀
爽
の
解
釋
法
と
が
一
致
す
る
箇
所
を
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。『
九
家
易
』
に
は
、
荀
爽
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
升
降
說
を
使
っ
た
易
解
釋

が
散
見
さ
れ
る
。
升
降
說
と
は
、
陽
爻
・
陰
爻
を
升
降
に
よ
っ
て
移
動
さ
せ

解
釋
す
る
方
法
論
で
あ
る（

（1
（

。
一
例
を
擧
げ
る
と
、
離

六
五
象
傳
に
對
す

る
『
九
家
易
』
に
「
陽
當
に
五
に
居
る
べ
く
、
陰
退
き
て
四
に
還
る
（
陽
當

居
五
、
陰
退
還
四
）」（『
周
易
集
解
』
卷
六
離
六
五
象
傳
㊟
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
離

の
九
四
を
五
爻
に
昇
ら
せ
、
離
の
六
五
を
四
爻
に
降
ろ
す
こ
と
を
言
っ
た
も

一
に
擧
げ
る
。
傍
線
を
附
し
た
部
分
が
そ
の
一
致
す
る
箇
所
で
あ
る
。

　

表
一
、『
九
家
易
』
と
荀
爽
易
㊟

『
九
家
易
』

荀
爽
易
㊟ 

①

謂
陽
下
動
應
之
、
則
直
而
行
、
布
陽
氣

動
於
四
方
也（

（1
（

。（『
周
易
集
解
』
卷
二
坤

六
二
象
傳
㊟
）

大
者
、
陽
也
。
二
應
五
、
五
下
動
之
、

則
應
陽
出
直
、
布
陽
於
四
方
。（『
周
易

集
解
』
卷
二
坤
六
二
爻
辭
㊟
）

②

實
本
坤
體
、
未
離
其
類
、
故
稱
血
焉
。

血
以
喻
陰
也
。
元
黃
、
天
地
之
雜
、
言

乾
坤
合
居
也
。（『
周
易
集
解
』
卷
二
坤

上
六
爻
辭
㊟
）

實
本
坤
卦
、
故
曰
未
離
其
類
也
。
血
以

喻
陰
順
陽
也
。（『
周
易
集
解
』
卷
二
坤

文
言
傳
㊟
）

③

陰
陽
合
居
、
故
曰

。
陽
謂
上
六
、
坤

行
至
亥
、
下
㊒
伏
乾
、
陽
者
變
化
、
以

喻
龍
焉
。（『
周
易
集
解
』
卷
二
坤
文
言

傳
㊟
）

消
息
之
位
、
坤
在
於
亥
。
下
㊒
伏
乾
、

爲
其　

于
陽
、
故
稱
龍
也
。（『
周
易
集

解
』
卷
二
坤
上
六
爻
辭
㊟
）

④

謂
乾
舍
于
離
、
同
而
爲
日
。
天
日
同
朙
、

以
照
于
下
。
君
子
則
之
、
上
下
同
心
、

故
曰
同
人
。（『
周
易
集
解
』
卷
四
同
人

彖
傳
㊟
） 

乾
舍
于
離
、
相
與
同
居
、
故
曰
同
人
也
。

（『
周
易
集
解
』
卷
四
同
人
象
傳
㊟
）

 ⑤

言
三
取
初
隔
二
、
應
上
見
乘
、
是
无
所

容
。
无
居
自
容
、
故
貞
吝
。（『
周
易
集

解
』
卷
七
恆
九
三
象
傳
㊟
）

與
初
同
象
、
欲
據
初
隔
二
。
與
五
爲
兌
、

欲
說
之
隔
四
。
意
无
所
定
、
故
不
恆
其

德
。
與
上
相
應
、
欲
徃
承
之
、
爲
陰
所

乘
、
故
或
承
之
羞
也
。
貞
吝
者
、
謂
正

居
其
所
、
不
與
陰
通
也
。
无
居
自
容
、

故
貞
吝
矣
。（『
周
易
集
解
』
卷
七
恆
九

三
爻
辭
㊟
）



『
荀
爽
九
家
集
㊟
』
の
㊟
釋
と
卦
象

三
五

を
解
釋
し
た
言
說
で
あ
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
謂
陽
起
子
、
運

行
至
四
⺼
、
六
爻
成
乾
、
巽
位
在
巳
」
は
、「
乾
成
於
巽
」
の
パ
ラ
フ
レ
イ
ズ
で

あ
り
、
荀
爽
易
㊟
の
解
釋
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
『
九
家
易
』
は
、
荀
爽
易
㊟
を
基

礎
に
据
え
、
そ
れ
を
『
九
家
易
』
の
編
纂
者
が
解
釋
を
加
え
る
構
造
を
持
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
九
家
易
』
で
の
荀
爽
の
影
響
は
、
九
人
の
內
、
最
も
多
く
見
出
せ
る
。『
經
典

釋
文
』
序
錄
で
「
荀
爽
と
稱
す
る
は
、
主
と
爲
す
を
以
て
の
故
な
り
」
と
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
疑
い
よ
う
の
な
い
事
實
で
あ
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
る
。

　

次
に
『
九
家
易
』
と
鄭
玄
易
㊟
と
が
合
致
す
る
例
を
表
二
に
擧
げ
る
。

　

表
二
、『
九
家
易
』
と
鄭
玄
易
㊟ 

『
九
家
易
』

鄭
玄
易
㊟ 

①

鼎
言
象
者
、
卦
也
木
火
、
互
㊒
乾
兌
、

乾
金
兌
澤
。
澤
者
、
水
也
。
爨
以
木
火
、

是
鼎
鑊
享
飪
之
象
。
…
（『
周
易
集
解
』

卷
一
〇
鼎
彖
傳
㊟
）

鼎
、象
也
。
卦
㊒
木
火
之
用
、互
體
乾
兌
。

乾
爲
金
、
兌
爲
澤
、
澤
鐘
金
而
含
水
、

爨
以
木
火
、
鼎
烹
熟
物
之
象
。
…
（『
周

易
集
解
』
卷
一
〇
鼎
卦
辭
㊟
） 

②

古
者
无
文
字
、
其
㊒
約
誓
之
事
、
事
大

大
其
繩
、
事
小
小
其
繩
、
結
之
多
少
、

隨
物
衆
寡
、
各
執
以
相
考
、
亦
足
以
相

治
也
。
…
（『
周
易
集
解
』
卷
一
五
繫

辭
傳
下
㊟
）

爲
約
、
事
大
大
其
繩
、
事
小
小
其
繩
。

（『
尙
書
正
義
』
尙
書
序
疏
引
繫
辭
傳
鄭

玄
㊟
）

　
『
九
家
易
』と
鄭
玄
易
㊟
と
が
一
致
す
る
も
の
は
、二
箇
所
見
出
せ
る
。
し
か
し
、

た
だ
部
分
的
に
一
致
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

の
で
、
ま
さ
に
升
降
說
を
使
っ
た
解
釋
で
あ
る
。
實
際
、
同
じ
く
離
の
九
四

爻
辭
に
對
す
る
荀
爽
易
㊟
に
「
陽
升
り
て
五
に
居
り
、
光
炎
宣
揚
す
。
故
に

と
つ

如じ
ょ

た
る
な
り
。
陰
退
き
て
四
に
居
り
、
灰
炭
降
墜
す
、
故
に
其
れ
來
如
た
る
な

り
（
陽
升
居
五
、
光
炎
宣
揚
、
故

如
也
。
陰
退
居
四
、
灰
炭
降
墜
、
故
其
來
如
也
）」（『
周

易
集
解
』
卷
六
離
九
四
爻
辭
㊟
）
と
あ
り
、
解
釋
方
法
が
全
く
一
緖
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

ま
た
『
九
家
易
』
に
は
、
荀
爽
易
㊟
と
合
致
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
荀
爽

易
㊟
を
解
釋
し
た
記
述
が
存
在
す
る
。『
周
易
集
解
』
の
姤
彖
傳
「
天
地
相
遇
、

品
物
咸
章
也
」
の
㊟
に
、

荀
爽
曰
、
謂
乾
成
於
巽
、
而
舍
於
離
。
坤
出
於
離
、
與
乾
相
遇
。
南
方
夏
位
、

萬
物
章
朙
也
。
九
家
易
曰
、
謂
陽
起
子
、
運
行
至
四
⺼
、
六
爻
成
乾
、
巽
位

在
巳
、
故
言
乾
成
於
巽
。
既
成
、
轉
舍
於
離
、
萬
物
皆
盛
大
。
坤
從
離
出
、

與
乾
相
遇
、
故
言
天
地
遇
也
。（『
周
易
集
解
』
卷
九
姤
彖
傳
㊟
）

荀
爽
曰
く
、
乾
は
巽
に
成
り
て
、
離
に
舍お

る
。
坤
は
離
よ
り
出
で
、
乾
と
相

ひ
遇
ふ
を
謂
ふ
。
南
方
は
夏
位
、
萬
物
章
朙
す
る
な
り
、
と
。
九
家
易
に
曰

く
、
陽
は
子
よ
り
起
り
、
運
行
し
て
四
⺼
に
至
り
、
六
爻
乾
と
成
り
、
巽
位

は
巳
に
在
る
を
謂
ふ
、
故
に
乾
は
巽
に
成
る
と
言
ふ
。
既
成
は
、
轉
じ
て
離

に
舍
り
、
萬
物
皆
な
盛
大
す
。
坤 

離
よ
り
出
で
、
乾
と
相
ひ
遇
ふ
、
故
に

天
地
遇
ふ
と
言
ふ
な
り
、
と
。

と
あ
る
。
㊟
目
す
べ
き
は
、『
九
家
易
』
の
「
故
言
乾
成
於
巽
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
朙
ら
か
に
歬
に
引
く
荀
爽
易
㊟
の
「
乾
成
於
巽
」
を
指
し
て
い
る
。『
九
家
易
』

の
「
陽
は
子
よ
り
起
り
、
運
行
し
て
四
⺼
に
至
り
、
六
爻 

乾
と
成
り
、
巽
位
は

巳
に
在
る
を
謂
ふ
」
は
、
陽
は
十
一
⺼
子
か
ら
起
こ
り
、
四
⺼
ま
で
の
六
ヶ
⺼
運

行
す
れ
ば
乾

が
完
成
し
、
そ
し
て
四
⺼
は
巳
で
あ
り
、
八
卦
方
位
で
は
巽

の
方
位
に
當
た
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
乾
は
巽
に
成
る
」
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『
九
家
易
』
と
虞
飜
易
㊟
と
の
一
致
例
を
表
三
に
擧
げ
る
。

　

表
三
、『
九
家
易
』
と
虞
飜
易
㊟

『
九
家
易
』

虞
飜
易
㊟

①

四
互
體
離
、
離
爲
目
也
。
離
既
不
正
、

五
引
而
上
、
三
引
而
下
、
故
反
目
也
。

輿
以
輪
成
車
、
夫
以
妻
成
室
。
今
以
妻

乘
夫
、
其
衟
逆
、
故
不
能
正
室
。（『
周

易
集
解
』
卷
三
小
畜
九
三
爻
辭
㊟
）

豫
震
爲
夫
、
爲
反
。
巽
爲
妻
。
離
爲
目
。

今
夫
妻
共
在
四
、
離
火
動
上
、
目
象
不

正
、
巽
多
白
眼
、
夫
妻
反
目
。
妻
當
在

內
、
夫
當
在
外
、
今
妻
乘
夫
而
出
在
外
、

象
曰
不
能
正
室
。
三
體
離
需
、
飮
⻝
之

衟
。
飮
⻝
㊒
訟
、故
爭
而
反
目
也
。（『
周

易
集
解
』
卷
三
小
畜
九
三
象
傳
㊟
）

　

虞
飜
易
㊟
と
解
釋
が
近
い
も
の
と
し
て
は
、
一
例
だ
け
し
か
見
出
せ
な
い
。
た

だ
、『
九
家
易
』
に
虞
飜
特
㊒
の
易
解
釋
法
を
用
い
た
記
述
を
見
出
せ
る

乾
當
來
上
、
不
可
用
師
而
拒
之
也
。
自
邑
者
、
謂
從
坤
性
而
降
也
。
吿
命
者
、

謂
下
爲
巽
、
宣
布
君
之
命
令
也
。
三
陰
自
相
吿
語
、
俱
下
服
順
承
乾
也
。
城

復
于
隍
、
國
政
崩
也
。
坤
爲
亂
、
否
巽
爲
命
、
交
在
泰
上
、
故
其
命
亂
也
。

（『
周
易
集
解
』
卷
四
泰
上
六
象
傳
㊟
）

乾 

當
に
來
り
て
上
る
べ
く
、
師
を
用
ひ
て
之
を
拒
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

自
邑
と
は
、
坤
性
に
從
ひ
て
降
る
を
謂
ふ
な
り
。
吿
命
と
は
、
下
り
て
巽
た

り
、
君
の
命
令
を
宣
布
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
三
陰
自
ら
相
ひ
吿
語
し
、
俱
に

下
り
て
服
順
し
て
乾
を
承
く
る
な
り
。
城
は
隍
に
復
し
、國
政
崩
る
る
な
り
。

坤
は
亂
と
爲
し
、
否
巽
は
命
と
爲
し
、
交
り
て
泰
上
に
在
り
、
故
に
其
の
命

亂
る
る
な
り
。

　

こ
れ
は
、
泰
上
六
象
傳
に
對
す
る
『
九
家
易
』
で
あ
る
。
こ
の
文
中
の
「
否
巽

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
表
二
①
の
『
九
家
易
』
は
、
荀
爽
易
㊟
と
も
一
致
す
る
箇
所

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
（
表
一
⑦
）。
今
一
度
、
こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し

て
見
た
い
。

〔
九
家
易
〕

鼎
言
象
者
、
卦
也
木
火
、
互
㊒
乾
兌
、
乾
金
兌
澤
。
澤
者
、
水
也
。
爨
以
木

火
、
是
鼎
鑊
享
飪
之
象
。

〔
荀
爽
㊟
〕

巽
入
離
下
、
中
㊒
乾
象
。
木
火
在
外
、
金
在
其
內
、
鼎
鑊
亨
飪
之
象
也
。

〔
鄭
玄
㊟
〕

鼎
、
象
也
。
卦
㊒
木
火
之
用
、
互
體
乾
兌
。
乾
爲
金
、
兌
爲
澤
、
澤
鐘
金
而

含
水
、
爨
以
木
火
、
鼎
烹
熟
物
之
象
。

　
『
九
家
易
』
の
傍
線
部
分
は
鄭
玄
㊟
に
近
く
、
二
重
線
部
分
は
荀
爽
易
㊟
に
近

い
こ
と
が
分
か
る
。
八
卦
の
五
行
配
當
に
據
れ
ば
、
鼎

の
內
卦
の
離
は
火

を
表
し
、
外
卦
の
震
は
木
を
表
す
。
さ
ら
に
鼎
の
二
・
三
・
四
爻
の
互
體
を
求
め

る
と
乾
が
得
ら
れ
、
乾
は
金
を
表
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
荀
爽
は
「
鼎
鑊
も
て
亨

飪
す
る
の
象
」
を
得
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
、
鄭
玄
は
、
巽
か
ら
木
、
離
か
ら
火

を
導
き
出
す
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
が
、さ
ら
に
鼎
か
ら
互
體
を
求
め
て
解
釋
す
る
。

鼎
の
二
・
三
・
四
爻
か
ら
乾
を
得
、
乾
は
金
を
表
し
、
鼎
の
三
・
四
・
五
爻
か
ら

兌
を
得
、
兌
は
澤
を
表
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
鼎
に
水
が
滿
た
さ
れ
て
い
る
象
徵

を
見
出
し
、歬
に
導
き
出
し
た
木
と
火
を
加
え
て
、「
鼎
も
て
熟
物
を
烹
す
る
の
象
」

を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。
荀
爽
と
鄭
玄
の
解
釋
は
や
や
異
な
る
と
は
い
え
、
卦
の

五
行
配
當
そ
し
て
互
體
を
使
っ
て
鼎
で
物
を
煮
る
象
を
導
き
出
す
點
は
一
致
し
、

㊟
釋
の
方
向
性
は
同
じ
で
あ
る
と
言
え
る
。
お
そ
ら
く
荀
爽
易
㊟
を
主
と
し
な
が

ら
も
、
荀
爽
よ
り
や
や
詳
し
い
鄭
玄
㊟
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
荀
爽
易
㊟
と

鄭
玄
易
㊟
の
統
合
と
い
う
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



『
荀
爽
九
家
集
㊟
』
の
㊟
釋
と
卦
象

三
七

　
「
柝
」
に
對
す
る
解
釋
に
『
九
家
易
』
と
馬
融
易
㊟
と
一
致
す
る
も
の
が
見
出

せ
る
。
馬
融
易
㊟
の
佚
文
自
體
そ
れ
ほ
ど
殘
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の

一
例
し
か
朙
確
に
一
致
す
る
も
の
は
探
し
出
せ
な
い
。

　

殘
り
の
京
房
・
宋
衷
・
陸
績
・
姚
信
・
翟
子
玄
の
易
㊟
と
の
一
致
例
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
佚
文
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
朙
確
に
繼
承
關
係
が
あ

る
も
の
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
九
家
易
』
に
は
、
京
氏
易
で
特
徵
的

な
十
二
消
息
法
や
八
宮
世
應
圖
を
用
い
た
解
釋
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
荀
爽
を

始
め
と
す
る
後
漢
の
易
學
者
も
、
京
氏
易
の
技
法
を
受
け
繼
ぎ
解
釋
す
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
京
房
の
易
㊟
由
來
で
あ
る
と
は

斷
で
き
な
い
。
た
だ
以
上
で

見
て
き
た
よ
う
に
荀
爽
・
鄭
玄
・
虞
飜
・
馬
融
の
易
㊟
が
『
九
家
易
』
に
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
京
房
・
宋
衷
・
陸
績
・
姚
信
・
翟
子
玄
の
易
㊟
も
、

『
九
家
易
』
に
何
か
し
ら
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
見
て
閒
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
九
家
易
』
に
は
荀
爽
易
㊟
に
さ
ら
な
る
解
釋
を
加
え
る
㊟
が
存
在
す

る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、屯
の
六
二
象
傳
「
十
年
乃
字
、反
常
也
」
に
對
す
る
『
九

家
易
』
に
も
、
そ
の
現
象
が
見
て
取
れ
る
。

陰
出
於
坤
、
今
還
爲
坤
、
故
曰
反
常
也
。
陰
出
於
坤
、
謂
乾
再
索
而
得
坎
。

今
變
成
震
、
中
㊒
坤
體
、
故
言
陰
出
於
坤
、
今
還
於
坤
。（『
周
易
集
解
』
卷

二
屯
六
二
象
傳
㊟
）

陰
は
坤
よ
り
出
で
、
今
還
り
て
坤
と
爲
る
、
故
に
曰
く
常
に
反
る
、
と
。
陰

は
坤
よ
り
出
づ
と
は
、
乾
再
び
索も

と

め
て
坎
を
得
、
今
變
じ
て
震
と
成
り
、
中

に
坤
體
㊒
る
を
謂
ふ
、
故
に
陰
は
坤
よ
り
出
で
、
今
坤
に
還
る
と
言
ふ
。

　

こ
れ
は
、「
陰
出
於
坤
、
今
還
爲
坤
、
故
曰
反
常
也
」
の
㊟
に
對
し
、
以
下
そ

の
㊟
に
解
釋
を
加
え
る
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
陰
出
於
坤
、

今
還
爲
坤
、
故
曰
反
常
也
」
は
九
人
の
內
の
誰
か
の
㊟
で
あ
り
、
そ
れ
を
編
纂
者

が
解
釋
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

爲
命
」
が
、
虞
飜
由
來
と
推
せ
る
文
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
旁
通
說
に
よ
る
解
釋

で
あ
る
。
旁
通
說
と
は
、
一
卦
六
爻
の
陰
陽
す
べ
て
を
逆
轉
さ
せ
て
別
の
卦
を
生

み
出
し
解
釋
す
る
虞
飜
特
㊒
の
易
解
釋
法
で
あ
る（

（1
（

。
虞
飜
は
、
旁
通
で
得
た
卦
の

象
で
解
釋
す
る
と
き
、
旁
通
で
得
た
卦
、
そ
の
卦
か
ら
取
る
八
卦
、
そ
の
八
卦
か

ら
得
る
象
の
順
で
記
述
す
る
。
小
畜
六
三
の
虞
飜
易
㊟
に
あ
る
「
豫
坤
爲
車
、
爲

輹
」（『
周
易
集
解
』
卷
三
小
畜
九
三
㊟
）
を
例
に
取
ろ
う
。
小
畜

は
、
虞
飜
が

「
豫
と
旁
通
す
（
與
豫
旁
通
）」（『
周
易
集
解
』
卷
三
小
畜
彖
傳
㊟
）
と
す
る
よ
う
に
、

小
畜
の
爻
の
陰
陽
を
反
轉
さ
せ
た
豫

と
旁
通
す
る
。
そ
し
て
、
豫
の
內
卦

は
坤

で
あ
り
、
坤
は
、
說
卦
傳
に
「
爲
大
輿
」
と
あ
る
か
ら
、「
車
」
の
象
を

持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
豫
坤
爲
車
、爲
輹
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
否
巽
爲
命
」
に
戾
る
と
、
泰

は
六
爻
の
陰
陽
を
反
轉
さ
せ
た
否

と
旁
通
す
る
。
否
の
三
・
四
・
五
爻
の
互
體
を
取
る
と
巽

が
導
き
出
さ
れ
、

說
卦
傳
に
は
見
え
な
い
が
、
虞
飜
が
「
巽
爲
命
」（『
周
易
集
解
』
卷
四
大
㊒
象
傳
㊟
）

と
す
る
よ
う
に
、巽
に
は「
命
」の
象
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え「
否
巽
爲
命
」

と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釋
法
は
虞
飜
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
こ
の
『
九
家
易
』

の
文
句
は
、
虞
飜
易
㊟
か
ら
取
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
實
際
、
泰
の
上
六
爻
辭

に
對
す
る
虞
飜
易
㊟
に
「
否
巽
爲
命
」（『
周
易
集
解
』
卷
四
泰
上
六
爻
辭
㊟
）
と
あ
る
。

　
『
九
家
易
』
と
馬
融
易
㊟
と
の
一
致
す
る
部
分
を
見
て
い
く
。
そ
れ
が
、
表
四

で
あ
る
。

　

表
四
、『
九
家
易
』
と
馬
融
易
㊟

『
九
家
易

』
馬
融
易
㊟

①

…
柝（

（1
（

者
、兩
木
相
擊
以
行
夜
也
。
…（『
周

易
集
解
』
卷
一
五
繫
辭
傳
下
㊟
）

兩
木
相
擊
以
行
夜
也
。（『
經
典
釋
文
』

卷
二
引
）

�
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三
、
爲
王
、
爲
鵠
、
爲
鼓
。
巽
後
㊒
二
、
爲
楊
、
爲
鸛
。
坎
後
㊒
八
、
爲
宮
、

爲
律
、
爲
可
、
爲
棟
、
爲
叢
棘
、
爲
狐
、
爲
蒺
蔾
、
爲
桎
梏
。
離
後
㊒
一
、

爲
牝
牛
。
艮
後
㊒
三
、
爲
鼻
、
爲
虎
、
爲
狐
。
兊
後
㊒
二
、
爲
常
、
爲
輔
頰
。

（『
經
典
釋
文
』
卷
二
）

荀
爽
九
家
集
解
本
、
乾
後
に
更
に
四
㊒
り
、
龍
と
爲
し
、
直
と
爲
し
、
衣
と

爲
し
、
言
と
爲
す
。
巛
後
に
八
㊒
り
、
牝
と
爲
し
、
迷
と
爲
し
、
方
と
爲
し
、

囊
と
爲
し
、
裳
と
爲
し
、
黃
と
爲
し
、
帛
と
爲
し
、
漿
と
爲
す
。
震
後
に
三

㊒
り
、
王
と
爲
し
、
鵠
と
爲
し
、
鼓
と
爲
す
。
巽
後
に
二
㊒
り
、
楊
と
爲
し
、

鸛
と
爲
す
。
坎
後
に
八
㊒
り
、
宮
と
爲
し
、
律
と
爲
し
、
可
と
爲
し
、
棟
と

爲
し
、
叢
棘
と
爲
し
、
狐
と
爲
し
、
蒺
蔾
と
爲
し
、
桎
梏
と
爲
す
。
離
後
に

一
㊒
り
、
牝
牛
と
爲
す
。
艮
後
に
三
㊒
り
、
鼻
と
爲
し
、
虎
と
爲
し
、
狐
と

爲
す
。
兊
後
に
二
㊒
り
、
常
と
爲
し
、
輔
頰
と
爲
す
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
卦
象
は
何
に
基
づ
く
の
か
。
最
後
に
、『
九
家
易
』
の
卦
象

の
起
源
に
つ
い
て
探
求
し
た
い
。

　

ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
が
、
九
人
の
內
の
誰
か
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、『
九
家
易
』
の
卦
象
が
九
人
の
易
㊟
の
中
で
、
ど
の
程
度
使
わ
れ
て
い

る
か
を
見
て
み
る
。
そ
れ
が
表
五
で
あ
る（

（2
（

。

　

表
五
か
ら
、
虞
飜
易
㊟
で
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
易
㊟
で
は
全
く
使

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
虞
飜
が
卦
象
を
多
用
す
る
こ
と
や
、
殘
さ

れ
た
佚
文
の
偏
り
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

で
は
、『
九
家
易
』
の
卦
象
が
虞
飜
に
基
づ
く
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
は
言

え
な
い
。
そ
れ
は
、『
九
家
易
』
の
卦
象
と
異
な
る
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
虞

飜
と
『
九
家
易
』
の
卦
象
と
異
な
る
例
を
擧
げ
る
。

　
　

乾
爲
王
（『
周
易
集
解
』
卷
二
坤
六
三
爻
辭
㊟
）

　
　

坤
爲
虎
（『
周
易
集
解
』
卷
一
乾
文
言
傳
㊟
）

　
『
九
家
易
』
と
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
九
人
の
易
㊟
と
を
比
較
す
る

と
、
荀
爽
・
馬
融
・
鄭
玄
・
虞
飜
の
易
㊟
で
一
致
す
る
文
句
を
發
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
二
人
以
上
の
易
㊟
を
統
合
し
た
例
や
、
他
の
易
㊟
を
提
示
し
、

さ
ら
に
編
纂
者
が
解
釋
す
る
㊟
も
存
在
す
る
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、『
經
典
釋
文
』
序
錄
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
荀
爽
の
影
響
が
最
も
多

く
看
取
さ
れ
た
。『
九
家
易
』
は
、
荀
爽
易
㊟
を
基
礎
に
据
え
、
そ
れ
に
足
り
な

い
部
分
を
殘
り
の
八
人
の
易
㊟
で
補
う
形
で
編
纂
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
た
だ
、今
回
の
考
察
で
朙
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、『
九
家
易
』が『
論
語
集
解
』

の
よ
う
な
㊟
釋
者
を
朙
示
し
て
引
用
す
る
形
で
は
㊟
釋
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
要
す
る
に
、『
九
家
易
』
は
、
荀
爽
易
㊟
を
中
核
と
し
て
、
編
者
の
見

解
を
交
え
な
が
ら
九
人
の
易
㊟
を
統
合
し
、
一
つ
の
㊟
に
再
構
築
し
た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
『
九
家
易
』
は
、
荀
爽
易
㊟
と
同
一
視
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
嫌

い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
『
九
家
易
』
は
、
荀
爽
ら
九
人
の
易
㊟
が
織
り
交
ぜ
ら
れ

て
一
つ
の
㊟
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
純
然
た
る
荀
爽
易
㊟
で
は
な
い
の

で
あ
る
。『
九
家
易
』
と
荀
爽
易
㊟
と
が
互
い
に
補
完
し
得
る
箇
所
も
確
か
に
存

在
す
る
の
で
あ
る
が
、
必
要
以
上
に
相
關
さ
せ
て
し
ま
う
と
荀
爽
の
易
學
を
見
誤

っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
愼
重
な
文
獻
批
判
が
求
め
ら
れ
る
。

三

　
『
九
家
易
』
の
特
異
な
特
徵
に
、
說
卦
傳
に
新
た
な
卦
象
を
付
け
加
え
る
こ
と

が
あ
っ
た
。『
經
典
釋
文
』
に
『
九
家
易
』
の
三
十
一
の
新
た
な
卦
象
が
記
錄
さ

れ
て
い
る
。

荀
爽
九
家
集
解
本
、
乾
後
更
㊒
四
、
爲
龍
、
爲
直
、
爲
衣
、
爲
言
。
巛
後
㊒

八
、
爲
牝
、
爲
迷
、
爲
方
、
爲
囊
、
爲
裳
、
爲
黃
、
爲
帛
、
爲
漿
。
震
後
㊒



『
荀
爽
九
家
集
㊟
』
の
㊟
釋
と
卦
象

三
九

　
　

坤
爲
牝
牛
（『
周
易
集
解
』
卷
四
離
卦
辭
㊟
）

　
　

震
爲
言
（『
周
易
集
解
』
卷
二
坤
六
三
爻
辭
㊟
）

　
　

震
爲
常
（『
周
易
集
解
』
卷
二
坤
文
言
傳
㊟
）

　
　

離
爲
黃
（『
周
易
集
解
』
卷
六
鼎
六
五
爻
辭
㊟
）

　
　

巽
爲
帛
（『
周
易
集
解
』
卷
四
賁
六
五
爻
辭
㊟
）

　

以
上
の
よ
う
に
、虞
飜
は『
九
家
易
』の
卦
象
と
は
異
な
る
結
び
つ
け
方
を
す
る
。

ま
た
虞
飜
は
、「
俗
說
は
皆
な
離
を
以
て
牝
牛
と
爲
す
、
之
を
失
す
（
俗
說
皆
以
離

爲
牝
牛
、
失
之
）」（『
周
易
集
解
』
卷
四
離
卦
辭
㊟
）
と
述
べ
、「
牝
牛
」
を
離
象
と
な

す
こ
と
を
批
判
す
る
。
こ
の
「
牝
牛
」
を
離
象
と
な
す
こ
と
は
、『
九
家
易
』
の

卦
象
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
九
家
易
』
の
卦
象
の
す
べ
て
が
、
虞

飜
由
來
で
は
な
い
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。

　

で
は
、
虞
飜
で
な
け
れ
ば
、
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
殘
念
な
が

ら
現
存
す
る
㊮
料
で
は
そ
れ
を
突
き
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
馬
國
翰
は
、
八

卦
の
逸
象
は
、
費
氏
古
文
に
あ
っ
た
も
の
と
し
、
ま
た
惠
棟
は
、
虞
飜
は
孟
喜

の
學
を
代
々
受
け
繼
ぎ
、『
九
家
易
』
の
十
倍
の
數
の
卦
象
を
生
み
出
し
た
と
す

る（
（2
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
と
も
に
推
測
で
あ
り
、
朙
證
は
な
い
。
卦
象
を
も
っ
て
解

釋
す
る
こ
と
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』『
國
語
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
占
斷
、
孟
喜
の

易
㊟
に
見
え
て
い
る（

（2
（

。
說
卦
傳
に
は
な
い
卦
象
を
も
っ
て
解
釋
す
る
行
爲
は
、『
國

語
』
に
「
震
は
、
車
な
り
（
震
、
車
也
）」（『
國
語
』
晉
語
四
）、「
子
夏
傳
に
曰
く
、

坎
は
小
狐
と
稱
す
、
と
。
孟
喜
曰
く
、
坎
は
、
穴
な
り
。
狐
は
穴
居
す
、
と
（
子

夏
傳
曰
、
坎
稱
小
狐
。
孟
喜
曰
、
坎
、
穴
也
。
狐
穴
居
）」（『
漢
上
易
傳
』
卷
九
引
）
と
あ

り（
（2
（

、
古
く
は
戰
國
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
戰
國
時
代

に
說
卦
傳
が
成
立
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
說
卦
傳
に
は

な
い
卦
象
を
生
み
出
す
行
爲
は
歬
漢
に
は
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

說
卦
傳
に
は
な
い
新
た
な
卦
象
を
生
み
出
す
營
爲
は
、
歬
漢
に
お
い
て
す
で
に

　　　表五、九人の易㊟における『九家易』の卦象の使われる回數
震象 坤象 乾象 『九家易』

卦象鼓   鵠   王   漿   帛   黃   裳   囊   方   迷   牝   言    衣    直    龍   
 荀爽  
 京房  
 馬融  
 鄭玄  
 宋衷  

1 1 1 5 2 2 1 4 1  虞飜  
 陸績  
 姚信  
翟子玄 

兌象 艮象 離象 坎象 巽象 『九家易』
卦象輔頬 常    狐    虎     鼻    牝牛   桎梏  蒺蔾   狐   叢棘   棟   可    律   宮   鸛    楊   
 荀爽  
 京房  
 馬融  
 鄭玄  
 宋衷  

4 7 1     1 1 2 1  虞飜  
 陸績  
 姚信  
翟子玄 
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費
氏
易
は
陳
元
・
鄭
衆
に
よ
っ
て
傳
え
ら
れ
、
馬
融
が
費
氏
學
を
取
り
入
れ
易

傳
を
作
る
。
ま
た
、
馬
融
は
鄭
玄
に
授
け
、
鄭
玄
も
費
氏
學
を
取
り
入
れ
て
易
㊟

を
作
り
、
荀
爽
も
ま
た
同
樣
に
易
㊟
を
作
っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

京
氏
學
が
衰
え
る
ほ
ど
費
氏
學
が
流
行
し
た
と
い
う
。

　

こ
の
費
氏
學
の
「
據
傳
解
經
法
」
が
、
後
漢
に
お
い
て
說
卦
傳
に
は
な
い
卦
象

を
盛
ん
に
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
代
の
易
學
は
、
卦
象
と
數
理
を
も
っ
て
解
釋
す
る
、
所
謂
、
象
數
易
を
特
徵
と

す
る
。
本
田
濟
氏
が
「
鄭
・
荀
・
虞
そ
れ
ぞ
れ
特
徵
は
あ
る
が
、
共
通
す
る
點
は
、

卦
辭
爻
辭
の
一
字
一
字
を
、
そ
の
卦
の
形
の
中
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
こ
と（

（2
（

」

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
に
後
漢
の
易
學
で
は
、
如
何
に
卦
の
陰
陽
構
造
と
卦

辭
・
爻
辭
の
一
字
一
句
と
を
㊒
機
的
に
結
び
つ
け
る
か
が
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
費
氏
學
の
「
據
傳
解
經
法
」
が
そ
の
方

向
性
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彖
傳
・
象
傳
に
は
、
卦

の
陰
陽
構
造
を
も
っ
て
卦
辭
・
爻
辭
を
說
朙
す
る
こ
と
が
あ
る（

（2
（

。
そ
れ
を
敷
衍
す

れ
ば
、
當
然
す
べ
て
の
卦
辭
・
爻
辭
が
卦
の
陰
陽
構
造
に
よ
っ
て
說
朙
可
能
と
な

る
。
後
漢
の
易
學
者
は
、
そ
れ
を
實
現
す
る
た
め
に
樣
々
な
易
解
釋
の
技
法
を
編

み
出
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
荀
爽
の
升
降
說
・
鄭
玄
の
爻
辰
說
・
虞
飜
の
旁

通
說
な
ど
は
、
占
候
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
訓
詁
の
た
め
の
技
法
で
あ
る
。
歬
漢

に
生
み
出
さ
れ
た
孟
喜
に
始
ま
る
卦
氣
說
や
京
房
の
種
々
の
學
說
が
、
專
ら
占
候

の
た
め
の
技
法
で
あ
っ
た
こ
と
と
好
對
照
を
な
す（

（3
（

。
後
漢
の
易
學
者
は
、
卦
辭
・

爻
辭
の
一
字
一
句
を
卦
の
陰
陽
構
造
と
に
結
び
つ
け
よ
う
と
腐
心
し
て
き
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
の
と
き
、十
翼
の
一
つ
で
あ
る
說
卦
傳
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

卦
辭
・
爻
辭
に
あ
る
文
句
を
說
卦
傳
の
卦
象
を
通
し
て
卦
の
陰
陽
構
造
と
結
び
つ

け
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
說
卦
傳
に
あ
る
卦
象
だ
け
で
は
す
べ
て
を
覆

う
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
多
用
さ
れ
た
の
が
、
新
た
な
卦
象
を
生
み
出
す

行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
後
漢
に
な
っ
て
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
は
事
實
で
あ
る
。
虞
飜
が
「
馬
君
及
び
俗
儒
皆
な
乾
を
以
て
車
と
爲
す
（
馬
君

及
俗
儒
皆
以
乾
爲
車
）」（『
周
易
集
解
』
卷
三
豫
九
三
爻
辭
㊟
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
馬

融
は
說
卦
傳
に
は
な
い
卦
象
を
生
み
出
し
解
釋
を
行
っ
て
い
た（

（2
（

。
ま
た
、
荀
爽
も

說
卦
傳
に
は
な
い
卦
象
を
持
ち
出
し
解
釋
し
、
宋
衷
・
陸
績
に
も
ま
た
そ
の
傾
向

が
あ
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
虞
飜
に
お
い
て
そ
の
數
は
頂
點
を
極
め
た（
（2
（

。

　

で
は
、
な
ぜ
後
漢
に
お
い
て
、
說
卦
傳
に
は
な
い
新
た
な
卦
象
を
生
み
出
す
解

釋
法
が
流
行
し
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
九
家
易
』

の
卦
象
の
發
生
源
を
絞
り
込
め
る
は
ず
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、『
九
家
易
』
の
卦
象
は
費
氏
學
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
後
漢
の
易
學
に

お
い
て
形
成
さ
れ
た
と
み
る
。
費
氏
學
は
、
費
直
を
祖
と
す
る
學
問
で
あ
る
。
費

直
は
、
字
は
長
翁
、
東
萊
の
人
で
、
歬
漢
末
頃
の
人
物
で
あ
る
。
費
直
の
易
學
の

特
徵
は
、

長
於
卦
筮
、
亡
章
句
、
徒
以
彖
象
系
辭
十
篇
文
言
解
說
上
下
經
。（『
漢
書
』

儒
林
傳
）

卦
筮
に
長
じ
、
章
句
亡
く
、
徒
だ
彖
象
系
辭
十
篇
の
文
言
を
以
て
上
下
經
を

解
說
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、十
翼
を
も
っ
て
『
周
易
』
上
下
經
を
解
說
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

加
賀
榮
治
氏
の
言
を
借
り
れ
ば
、「
據
傳
解
經
法
」
が
費
氏
學
の
一
つ
の
特
徵
で

あ
っ
た（

（2
（

。
費
氏
學
が
隆
盛
す
る
の
は
、
後
漢
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

陳
元
・
鄭
衆
皆
傳
費
氏
易
、
其
後
馬
融
亦
爲
其
傳
。
融
授
鄭
玄
、
玄
作
易
㊟
、

荀
爽
又
作
易
傳
、
自
是
費
氏
興
、
而
京
氏
遂
衰
。（『
後
漢
書
』
儒
林
列
傳
上
）

陳
元
・
鄭
衆
皆
な
費
氏
易
を
傳
へ
、
其
の
後 

馬
融
も
亦
た
其
の
傳
を
爲つ
く

る
。

融 

鄭
玄
に
授
け
、
玄
易
㊟
を
作
り
、
荀
爽
又
た
易
傳
を
作
り
、
是
れ
よ
り

費
氏
興
り
て
、
京
氏
遂
に
衰
ふ
。
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た
の
か
疑
問
は
殘
る
。
少
な
く
と
も
『
九
家
易
』
の
卦
象
は
、
費
氏
學
が
取
り
入

れ
ら
れ
た
後
漢
に
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
九
家
易
』
を
取
り
上
げ
、『
九
家
易
』
と
そ
れ
に
含
ま
れ
る
と
さ

れ
る
九
人
の
易
㊟
と
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
㊟
釋
構
造
を
朙
ら
か
に
し
よ
う
と

試
み
た
。
ま
た
、『
九
家
易
』
の
特
異
な
點
で
あ
る
說
卦
傳
に
新
た
に
加
え
ら
れ

た
卦
象
が
九
人
の
易
㊟
の
中
で
如
何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
總
覽
し
、
そ
の
來
源

を
考
察
し
た
。

　
『
九
家
易
』
と
そ
れ
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
九
人
の
易
㊟
と
比
較
し
た
結
果
、

荀
爽
・
馬
融
・
鄭
玄
・
虞
飜
の
易
㊟
で
一
致
す
る
文
句
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
は
二
人
以
上
の
易
㊟
を
統
合
し
た
㊟
や
編
纂
者
が
他
の
易
㊟
を
さ
ら
に
解

釋
し
た
例
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、『
九
家
易
』
は
、
荀
爽
易
㊟
を
中
核
と

し
て
、
編
者
の
見
解
を
交
え
な
が
ら
九
人
の
易
㊟
を
統
合
し
、
一
つ
の
㊟
に
再
構

築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、『
九
家
易
』
の
新
た
な
卦
象
の
歷
源
を
考
察
す
る
に
當
た
っ
て
、
九
人

の
易
㊟
で
使
わ
れ
る
回
數
を
計
算
し
た
。
そ
の
結
果
、
虞
飜
の
易
㊟
で
多
く
使
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
判
朙
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
虞
飜
の
易
㊟
に
は
『
九
家
易
』

の
卦
象
と
相
反
す
る
こ
と
も
あ
り
、
す
べ
て
が
虞
飜
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
た
。『
九
家
易
』
の
卦
象
の
よ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
朙
ら
か
に
で
き
な
っ

た
が
、
そ
の
起
こ
る
と
こ
ろ
は
費
氏
易
が
流
行
し
た
後
漢
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。

費
氏
學
は
、「
據
傳
解
經
法
」
と
い
う
十
翼
を
も
っ
て
卦
辭
・
爻
辭
を
解
釋
す
る

と
い
う
特
徵
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
後
漢
の
易
學
者
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
卦

辭
・
爻
辭
の
一
字
一
句
と
卦
の
陰
陽
構
造
と
を
㊒
機
的
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る

試
み
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
說
卦
傳
に
は
な
い
新
た
な

營
爲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
卦
辭
・
爻
辭
を
卦
の
陰

陽
構
造
に
相
關
さ
せ
る
こ
と
を
よ
り
容
易
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　

馬
融
が
說
卦
傳
に
は
な
い
新
た
な
卦
象
を
も
っ
て
解
釋
し
て
い
た
こ
と
は
す
で

に
指
摘
し
た
。
馬
融
は
、
費
氏
易
を
取
り
入
れ
易
㊟
を
作
っ
た
最
初
の
人
物
で
あ

る（
（3
（

。
費
氏
學
の
「
據
傳
解
經
法
」
を
取
り
入
れ
、
十
翼
を
用
い
て
卦
辭
・
爻
辭
を

解
釋
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
中
で
、
新
た
な
卦
象
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
荀
爽
・
虞
飜
ら
が
新
た
な
卦
象
を
生
み
出
し
た
の
も
、
卦
の
陰

陽
構
造
と
卦
辭
・
爻
辭
と
を
徹
底
的
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
試
み
に
他
な
ら
な

い
。說
卦
傳
の
卦
象
が
必
ず
し
も
卦
辭
・
爻
辭
に
あ
る
字
で
は
な
い
の
に
對
し
、『
九

家
易
』
の
卦
象
の
ほ
と
ん
ど
が
卦
辭
・
爻
辭
に
あ
る
字
で
あ
る
こ
と
は
㊟
目
に
値

す
る（

（3
（

。
そ
れ
は
、『
九
家
易
』
の
卦
象
が
卦
辭
・
爻
辭
の
解
釋
の
た
め
に
編
み
出

さ
れ
た
卦
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

說
卦
傳
に
は
な
い
新
た
な
卦
象
を
生
み
出
す
營
爲
は
、
後
漢
に
な
っ
て
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
後
漢
に
お
い
て
費
氏
學
の
「
據
傳
解
經
法
」

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
と
深
く
關
わ
っ
て
い
た
。
費
氏
學
の
「
據
傳
解
經
法
」

と
い
う
技
法
が
、
卦
の
陰
陽
構
造
と
卦
辭
・
爻
辭
を
㊒
機
的
に
結
び
つ
け
よ
う
と

す
る
意
識
を
惹
起
さ
せ
、
そ
の
一
つ
の
技
法
と
し
て
說
卦
傳
に
は
な
い
新
た
な
卦

象
を
生
み
出
す
と
い
う
結
果
に
結
實
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
野
放
圖
と
も
言
え

る
新
た
な
卦
象
の
案
出
が
、
王
弼
の
「
忘
象
論
」
と
い
っ
た
反
發
に
繫
が
っ
て
い

く
の
で
あ
る（

（3
（

。

　
『
九
家
易
』
の
三
十
一
の
卦
象
の
具
體
的
な
基
づ
く
と
こ
ろ
は
朙
ら
か
に
で
き

な
い
。
た
だ
、『
九
家
易
』
が
九
人
の
易
㊟
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

た
と
き
、
こ
の
『
九
家
易
』
の
卦
象
も
ま
た
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、『
九

家
易
』
の
編
纂
者
が
ど
の
よ
う
な
基
準
を
も
っ
て
こ
の
三
十
一
の
卦
象
を
選
定
し



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

四
二

卦
象
を
生
み
出
す
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。『
九
家
易
』の
卦
象
は
、

そ
の
過
程
の
中
で
案
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
荀
爽
の
影
響
ば
か
り
に
㊟
目
さ
れ
論
じ
ら
れ
て
き
た
『
九
家
易
』
だ

が
、
今
回
の
考
察
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。『
九
家
易
』
の
最
大
の
特
徵
は
、
荀
爽
を
中
核
と
し
な
が

ら
も
、九
人
の
㊟
を
統
合
し
新
た
な
㊟
に
再
構
成
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

『
九
家
易
』
に
含
ま
れ
る
九
人
は
、
漢
か
ら
三
國
に
か
け
て
の
象
數
易
を
代
表
す

る
易
學
者
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
點
で
、『
九
家
易
』
は
、
當
時
に
お
け
る
象
數
易

學
の
集
大
成
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。　

　
㊟（

１
）　
『
九
家
易
』
の
輯
本
と
し
て
は
、
朙
・
王
謨
『
九
家
易
解
』（『
漢
魏
遺
書
鈔
』）、
淸
・

孫
堂
『
九
家
集
解
集
㊟
』（『
漢
魏
二
十
一
家
易
㊟
』）、淸
・
黃
奭
『
九
家
易
集
㊟
』（『
漢

學
堂
經
解
』）、「
五
、《
周
易
荀
爽
九
家
集
㊟
》
闡
微
」（『
漢
易
闡
微 

下
』、中
國
書
店
、

二
〇
一
〇
）
が
あ
る
。

（
２
）　
『
九
家
易
』
を
論
じ
て
い
る
硏
究
に
は
、
小
澤
文
四
郞
『
漢
代
易
學
の
硏
究
』（
朙

德
出
版
社
、一
九
七
〇
）
第
三
章
第
三
節
「
荀
爽
の
易
說
附
荀
爽
九
家
義
」、㊟
（
１
）

所
揭
『
漢
易
闡
微 

下
』
第
十
五
「《
荀
爽
九
家
易
》」、
王
棋
「
荀
爽
與
《
九
家
易
》」

（『
周
易
硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
五
朞
、
二
〇
一
二
）
が
あ
る
。

（
３
）　

㊟
（
１
）
所
揭
『
漢
易
闡
微 

下
』
五
三
六
項
。

（
４
）　

㊟
（
１
）
所
揭
『
漢
易
闡
微 

下
』
第
十
五
章
三
「《
荀
爽
九
家
集
㊟
》
之
淵
源
」。

（
５
）　
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』「
周
易
荀
氏
㊟
」
序
「
八
卦
逸
象
、
費
氏
古
文
㊒
之
、
三
家

脫
佚
耳
」。

（
６
）　

本
稿
で
用
い
る
『
九
家
易
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
學
津
討
原
』
本
『
周
易
集
解
』、『
四

部
叢
刊
』
本
『
經
典
釋
文
』
か
ら
直
接
引
い
た
も
の
を
使
用
し
た
。
ま
た
必
要
に
應

じ
て
、
李
衟
平
『
周
易
集
解
纂
疏
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
）
を
參
照
し
た
。

（
７
）　

唯
一
、『
通
志
』
藝
文
志
に
「
集
㊟
周
易
十
卷
。
荀
爽
九
家
」
と
あ
る
が
、『
通
志
』

藝
文
志
は
佚
存
を
問
わ
ず
記
載
す
る
の
で
、
實
態
を
伴
っ
て
い
な
い
。

（
８
）　
「
張
氏
・
朱
氏
」
に
つ
い
て
、
朱
彝
尊
は
、
張
倫
・
朱
仰
之
の
こ
と
だ
と
す
る
（『
經

義
考
』
卷
一
〇
）。

（
９
）　

荀
爽
が
淮
安
九
師
の
易
說
を
輯
め
た
も
の
と
す
る
說
は
、
陳
振
孫
（『
直
齋
書
錄

解
題
』
卷
一
「
周
易
集
解
十
卷
」）
に
始
ま
る
。
王
謨
『
九
家
易
解
』
で
は
、
そ
の

說
に
基
づ
き
「
淮
南
九
師
堂
訓
」
を
附
し
て
い
る
。
六
朝
の
人
が
撰
し
た
も
の
だ
と

す
る
者
に
は
、
惠
棟
（『
易
漢
學
』
卷
七
）・
張
惠
言
（『
周
易
荀
氏
九
家
義
』）・
徐

芹
庭
（
㊟
（
１
）
所
揭
『
漢
易
闡
微 

下
』
第
十
五
章
二
「《
荀
爽
九
家
易
》
作
者
之

異
說
」）、
王
棋
（
㊟
（
２
）
所
揭
「
荀
爽
與
《
九
家
易
》」）
が
い
る
。

（
10
）　

㊟
（
１
）
所
揭
『
漢
易
闡
微 

下
』
第
十
五
章
二
「《
荀
爽
九
家
易
》
作
者
之
異
說
」。

ま
た
、
王
棋
（
㊟
（
２
）
所
揭
「
荀
爽
與
《
九
家
易
》」）
で
も
、
歬
者
の
說
が
朙
確

に
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）　
『
玉
函
山
房
輯
佚
書
』「
周
易
翟
氏
易
」「
按
古
人
多
㊒
名
與
字
同
者
、
如
韓
伯
字

康
伯
之
類
、或
玄
字
子
玄
與
。
九
家
次
第
翟
在
姚
信
之
後
、則
玄
蓋
亦
魏
晉
閒
人
也
」。

（
12
）　

朱
伯
崑
『
易
學
哲
學
史
』
上
册
（
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
八
六
）
二
八
七
頁
。

（
13
）　

魏
晉
に
お
け
る
荀
氏
一
族
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
丹
羽
兌
子
「
魏
晉
時
代
の
名
族

―
荀
氏
の
人
々
に
つ
い
て
―
」（『
中
國
中
世
史
硏
究
』、
東
洋
大
學
出
版
社
、
一
九

七
〇
）
が
詳
し
い
。

（
14
）　

王
棋
は
、『
九
家
易
』
の
成
立
は
魏
晉
象
數
易
學
と
義
理
易
學
の
鬪
爭
の
結
果
だ

と
し
、
象
數
易
學
の
衰
微
す
る
中
で
、
象
數
易
學
の
義
理
易
學
に
對
す
る
反
抗
と
い

う
側
面
が
あ
っ
た
と
み
て
い
る
。
㊟
（
２
）
所
揭
「
荀
爽
與
《
九
家
易
》」
參
照
。

（
15
）　
『
九
家
易
』
と
九
人
の
易
㊟
と
の
一
致
す
る
箇
所
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
に
は
、

㊟
（
１
）
所
揭
『
漢
易
闡
微 

下
』
第
十
五
章
三
「《
荀
爽
九
家
集
㊟
》
之
淵
源
」
が

あ
る
。
㊟
（
２
）
所
揭
「
荀
爽
與
《
九
家
易
》」
で
は
、『
九
家
易
』
と
荀
爽
易
㊟
と



『
荀
爽
九
家
集
㊟
』
の
㊟
釋
と
卦
象

四
三

で
一
致
す
る
內
容
を
持
つ
箇
所
を
擧
げ
て
い
る
。

（
16
）　

底
本
は
「
布
陽
氣
於
四
方
也
」
に
作
る
が
、
朱
氏
刻
本
『
周
易
集
解
』（『
北
京
圖

書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
第
一
册
所
收
）
で
は
「
氣
」
の
下
に
「
動
」
の
字
が
あ
る
。
今
、

こ
れ
を
補
う
。

（
17
）　

升
降
說
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
由
次
郞
『
漢
易
硏
究
』
第
二
部
第
二
章
第
八
節
「
升

降
說
」、
朱
伯
崑
『
易
學
哲
學
史 

上
册
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
八
六
）
第
二
編

第
三
章
第
二
節
二
「
荀
爽
的
乾
升
坤
降
說
」、秦
「
荀
爽
”升
降“
易
例
覆
議
」（『
周

易
硏
究
』（
二
〇
一
七
年
第
一
朞
、
二
〇
一
七
）
參
照
。

（
18
）　

旁
通
說
に
つ
い
て
は
、㊟
（
17
）
所
揭
『
漢
易
硏
究
』
第
二
部
第
二
章
第
九
節
「
旁

通
」
參
照
。

（
19
）　

底
本
は
「

」
に
作
る
が
、
朱
氏
刻
本
に
よ
っ
て
「
柝
」
に
改
め
る
。

（
20
）　

表
を
作
る
に
當
た
っ
て
、「
乾
爲
龍
」
の
よ
う
に
、
八
卦
、「
爲
」、『
九
家
易
』
の

卦
象
の
順
で
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
で
統
計
し
た
。

（
21
）　

惠
棟『
易
漢
學
』卷
三「
虞
仲
翔
傳
其
家
五
世
孟
氏
之
學
、八
卦
取
象
、十
倍
于
九
家
」。

（
22
）　

例
え
ば
、『
春
秋
左
氏
傳
』莊
公
二
十
二
年「
坤
、土
也
。
巽
、風
也
。
乾
、天
也
」、『
國

語
』
晉
語
四
「
震
、
車
也
。
坎
、
水
也
。
坤
、
土
也
」、「
易
言
莧
陸
。
孟
喜
云
、
獸
名
。

夬
㊒
兌
。
兌
爲
羊
也
」（『
路
史
』
卷
一
四
後
記
五
㊟
引
）。
屈
萬
里
は
、
象
數
を
も

っ
て
『
易
』
を
解
釋
す
る
の
は
、孟
喜
に
始
ま
る
と
す
る
（「
先
秦
漢
魏
易
例
述
例
（
漢

魏
部
分
）」、
一
九
五
九
、『
幼
獅
學
報
』
第
一
卷
・
第
二
册
）。
し
か
し
遡
れ
ば
、『
春

秋
左
氏
傳
』『
國
語
』
に
も
卦
象
を
利
用
し
た
占
斷
例
が
見
え
る
。

（
23
）　
『
子
夏
易
傳
』
の
著
者
に
つ
い
て
諸
說
あ
り
、
孔
子
の
弟
子
の
子
夏
と
す
る
說
、

歬
漢
の
韓
嬰
と
す
る
說
、
韓
嬰
の
孫
の
韓
商
と
す
る
說
が
あ
る
（
伊
東
倫
厚
「『
子

夏
易
傳
』
名
義
考
」、『
中
國
哲
學
』
第
一
〇
號
、
一
九
八
一
）。
な
お
、
今
本
『
子

夏
易
傳
』
は
僞
作
と
さ
れ
る
（
張
心
澂
『
僞
書
通
考
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
九
）。

（
24
）　

こ
の
他
に
も
、
馬
融
は
「
兌
爲
虎
」（『
漢
上
易
傳
』
卷
三
）
と
い
っ
た
新
た
な
卦

象
を
生
み
出
し
て
い
る
。
虞
飜
は「
俗
儒
皆
以
兌
爲
虎
、乾
履
兌
、非
也
」（『
周
易
集
解
』

卷
三
履
卦
辭
㊟
）
と
そ
れ
を
批
判
し
て
お
り
、
こ
の
「
俗
儒
」
の
中
に
馬
融
も
含
ま

れ
る
の
だ
ろ
う
。

（
25
）　

方
申
『
方
氏
易
學
五
書
』（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
三
〇
册
所
收
）
參
照
。
な
お
、

鄭
玄
も
ま
た
費
氏
學
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
說
卦
傳
の
卦
象
を
も
っ
て
解
釋
す
る

こ
と
を
多
用
す
る
。
し
か
し
、
說
卦
傳
に
は
な
い
卦
象
を
も
っ
て
解
釋
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
あ
っ
て
も
說
卦
傳
の
卦
象
か
ら
敷
衍
さ
せ
た
も
の
と
推
せ
る
も
の

ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
點
で
、
鄭
玄
は
、
經
文
に
忠
實
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

（
26
）　

虞
飜
の
逸
象
を
輯
集
し
た
も
の
に
は
、惠
棟
『
易
漢
學
』、張
惠
言
『
周
易
虞
氏
義
』

が
あ
り
、
㊟
（
17
）
所
揭
『
漢
易
硏
究
』
一
四
三
―
一
四
六
項
で
は
該
當
箇
所
が
採

錄
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）　

加
賀
榮
治
『
中
國
古
典
解
釋
史 

魏
晉
篇
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
四
）
第
三
章
第

一
節
一
「
い
わ
ゆ
る
「
費
氏
易
」
の
法
と
、
王
弼
の
「
周
易
㊟
」
に
お
け
る
意
味
」

參
照
。

（
28
）　

本
田
濟
『
易
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
一
九
九
七
）
一
五
項
。

（
29
）　

例
え
ば
、
蒙

の
彖
傳
に
「
蒙
、
山
下
㊒
險
、
險
而
止
、
蒙
」
と
あ
る
の
は
、

蒙
の
內
卦
が
坎

、
外
卦
が
艮

で
あ
り
、
艮
が
「
山
」
と
「
止
」、
坎
が
「
陷
」

を
表
す
と
す
る
說
卦
傳
に
基
づ
い
た
言
說
で
あ
る
。
ま
た
、屯

六
二
の
象
傳「
六

二
之
難
、
乘
剛
也
」
の
「
乘
剛
」
は
、
屯
の
六
二
が
初
九
の
上
に
乘
っ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

（
30
）　

も
ち
ろ
ん
孟
・
京
の
易
學
だ
け
が
歬
漢
の
易
學
で
は
な
い
。
梁
氏
易
・
施
氏
易
・

高
氏
易
と
い
っ
た
易
學
も
存
在
し
た
が
、
西
晉
に
亡
ん
で
し
ま
い
、
ど
の
よ
う
な
易

學
だ
っ
た
の
か
審
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、そ
れ
ら
易
學
の
源
流
に
當
た
る
丁
寬
が
「
作

易
說
三
萬
言
、
訓
故
擧
大
誼
而
已
」（『
漢
書
』
儒
林
傳
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
字
義

の
大
ま
か
な
把
握
に
止
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
淸
の
皮
錫
瑞
は
、
漢
初
の
易
學

は
義
理
を
說
く
と
述
べ
る
（『
經
學
通
論
』
易
經
「
十
、論
漢
初
易
皆
主
義
理
、切
人
事
、

不
言
陰
陽
術
數
」）。
歬
漢
の
易
學
を
總
じ
て
言
え
ば
、
卦
辭
・
爻
辭
の
一
字
一
句
を
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卦
の
陰
陽
構
造
に
相
關
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
蕭
漢
朙 

白
井
順

（
譯
）「
漢
代
易
學
の
基
本
的
な
特
徵
に
つ
い
て
」（
渡
邉
義
浩
『
兩
漢
に
お
け
る
易

と
三
禮
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
）
所
收
）
で
は
、
漢
代
易
學
の
特
徵
に
つ
い
て

朙
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

（
31
）　

張
惠
言
は
、
馬
融
の
易
學
に
つ
い
て
、「
今
馬
傳
既
亡
、
所
見
僅
訓
詁
碎
義
、
就

其
一
隅
而
﨤
之
、
大
抵
以
乾
坤
十
二
爻
論
消
息
、
以
人
事
政
治
議
卦
爻
。
此
鄭
所
本

于
馬
也
。
馬
于
象
疎
、
鄭
合
之
以
爻
辰
、
馬
于
人
事
雜
、
鄭
約
之
以
周
禮
。
此
鄭
所

以
精
于
馬
也
」（『
易
義
別
錄
』
第
九
卷
「
周
易
馬
氏
」）
と
評
し
て
い
る
。
潘
斌
は
、

馬
融
の
易
學
は
象
數
と
義
理
を

ね
る
と
し
て
い
る
（「
馬
融
易
學
探
微
」、『
周
易

硏
究
』
二
〇
一
〇
年
第
四
朞
、
二
〇
一
〇
）。

（
32
）　

唯
一
、「
漿
」「
鵠
」「
鸛
」
の
み
が
卦
辭
・
爻
辭
に
な
い
字
で
あ
る
。「
鵠
」「
鸛
」

は
、
漸
の
爻
辭
に
あ
る
「
鴻
」、
中
孚
の
九
二
の
爻
辭
に
あ
る
「
鶴
」
と
同
定
し
う

る
可
能
性
が
あ
る
（
項
安
世
『
周
易
玩
辭
』
卷
一
五
）。
し
か
し
、「
漿
」
だ
け
は
、

な
ぜ
こ
の
卦
象
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
不
朙
で
あ
る
。
項
安
世
は「
酒
主
陽
、漿
主
陰
、

故
坤
爲
漿
」（『
周
易
玩
辭
』
卷
一
五
）
と
述
べ
、「
酒
」
と
の
關
連
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
33
）　
『
九
家
易
』
の
卦
象
の
由
來
を
論
じ
て
い
る
も
の
に
は
、
朱
震
『
漢
上
易
傳
』、
項

安
世
『
周
易
玩
辭
』、紀
磊
『
九
家
逸
象
辨
證
』（『
續
修
四
庫
全
書
』
第
三
五
册
所
收
）

が
あ
り
、
多
く
は
卦
辭
・
爻
辭
の
文
句
に
そ
の
根
據
を
求
め
て
い
る
。

（
34
）　

王
弼
も
ま
た
「
據
傳
解
經
法
」
を
も
っ
て
解
釋
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
い
た
。
王

弼
は
、
漢
代
の
象
數
易
的
解
釋
を
排
し
、
傳
に
據
り
つ
つ
經
文
の
意
義
を
說
き
朙
か

す
方
向
で
解
釋
す
る
。
所
謂
、
義
理
易
で
あ
る
。
た
だ
王
弼
は
全
く
卦
象
を
排
し
た

わ
け
で
は
な
い
。
傳
以
上
に
卦
象
を
も
っ
て
解
釋
し
な
い
だ
け
で
あ
る
。
王
弼
が
排

し
た
の
は
、
傳
に
典
據
の
な
い
技
法
を
も
っ
て
解
釋
す
る
こ
と
で
あ
り
、
傳
か
ら
の

逸
脫
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
か
く
も
「
據
傳
解
經
法
」
か
ら
後
漢
の
象
數
易
、
王

弼
の
義
理
易
と
い
っ
た
異
な
っ
た
潮
流
が
生
じ
得
た
の
は
、
後
漢
の
易
學
は
歬
漢
の

易
學
を
受
け
繼
ぎ
つ
つ
傳
を
敷
衍
す
る
形
で
發
展
し
、
王
弼
は
そ
れ
に
反
發
し
、
傳

に
忠
實
な
解
釋
、
傳
へ
の
回
歸
を
目
指
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。




